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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月5日(2017.1.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細胞送達システムであって、
　長手方向軸線に沿った第１部分と、前記長手方向軸線に沿った第２部分と、を備え、組
織穿通に適合されている遠位先端で終端している細長い針本体、を備えており、
　前記第１部分と前記第２部分は、組織内への刺入のための第１形態から、前記針本体の
一部分が療法の所望される組織場所に隣接したときに細胞を送達のための第２形態へ移行
でき、
　前記第１部分と前記第２部分は前記針本体が前記第１形態にあるときに複数の細胞を保
持するように適合されている第１空洞部を画定しており、前記第１空洞部は、前記針本体
が前記第２形態にあるときは、療法の所望される組織場所に向けた複数の細胞の送達を可
能にさせるために開いている、システム。
【請求項２】
　前記第１空洞部と流体連通している第１ルーメンを更に備えている、請求項１に記載の
システム。
【請求項３】
　前記第１部分と前記第２部分の一方又は両方が、前記第１形態から前記第２形態へ移行
する際に前記長手方向軸線に沿って動く、請求項１又は請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記第１部分と前記第２部分の一方又は両方が、前記第１形態から前記第２形態へ移行
する際に前記長手方向軸線の周りで回転する、請求項１から請求項３の何れか一項に記載
のシステム。
【請求項５】
　組織を穿通する前記遠位先端に隣接するプライミング部分を更に備えており、
　前記プライミング部分は、当該プライミング部分に隣接する組織に、前記第１空洞部か
ら前記組織への細胞到着に先立って治癒応答又は再生応答を生成するように配設されてい
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る、請求項１から請求項４の何れか一項に記載のシステム。
【請求項６】
　前記プライミング部分は研削面を備えている、請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　前記プライミング部分は少なくとも１つの流体射出ポートを備えている、請求項５又は
請求項６の何れか一項に記載のシステム。
【請求項８】
　前記第１空洞部の内部に配置されている複数の細胞を更に備えている、請求項１から請
求項７の何れか一項に記載のシステム。
【請求項９】
　細胞送達システムであって、
　プライミング部分と細胞担持部分を備えていて組織穿通部分で終端している細長い本体
、を備えており、
　前記組織穿通部分は組織の中へ押し進められることで組織を穿通するように配設されて
おり、
　前記プライミング部分は、前記組織穿通部分に隣接して配置されていて、当該プライミ
ング部分が療法の所望される組織場所に隣接したときに当該プライミング部分の隣接の組
織に治癒応答又は再生応答を生成するように配設されており、
　前記細胞担持部分は、複数の細胞を前記細長い本体に隣接する組織へ送達するように配
設されている、システム。
【請求項１０】
　前記細胞担持部分の内部に配置されている複数の細胞を更に備えている請求項９に記載
のシステム。
【請求項１１】
　前記プライミング部分は研削面を備えている、請求項９又は請求項１０に記載のシステ
ム。
【請求項１２】
　前記プライミング部分は少なくとも１つの流体射出ポートを備えている、請求項９から
請求項１１の何れか一項に記載のシステム。
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